
 

 

 

 

 

 

 

バーのマスターが道楽で作ったロボット『ボッコちゃん』。外見はすごい美人ですが、機能はお酒を飲むだけでそっけない会話しかできません。ところが、美

人でツンとした態度が受けるのか、ボッコちゃん目当ての客が次々にやってきて・・・。 

 

星新一は 1926年～1997年に活躍した、日本を代表するSF作家です。生涯で 1000編を超える作品を残し、「ショートショートの神様」と呼ばれました。 

シンプルで明快な文体でつづられた掌編には、奇想天外

なアイディアが詰め込まれ、SFというより寓話のような味

わいのものもあります。また「電子頭脳」をコンピューター

に書き換えるなど、時代に合わせて修正も行い、長く読み

継がれています。 

 代表作には『気まぐれロボット』などのショートストーリー

をはじめ、『人民は弱し官吏は強し』という実父の一代記も

あります。氏の知られざる素顔を知りたい人には『星新一

一〇〇一話を作った人』（最相葉月著/新潮社）という評伝

がおすすめです。 

 

※この間違い探しの答えのプリント配布はおこないません。

来年 1月になったら図書館に掲示します。 

チャレンジしよぅ！ 

下の絵に間違っている箇所が 5か所あります。 

 

太枠の間違っている箇所すべてに〇をつけてみましょう！ 

そしたら答え合わせに図書館へ持って来てください！ 

今回はクリスマスシーズンというコトで、正解者先着 5 名に

ささやかですがプレゼントを差し上げます！さぁ頑張ろう！ 


